
 

 

２歳児の言葉 
 

杣田 夏希 

私には２歳３か月になる娘がいます。最近になってたくさんの言葉を覚え始めました。拙い日本語で

一生懸命に話す姿はとても可愛らしいです。赤ちゃんの頃から夜泣きがひどかった娘ですが、日中不安

なことがあったり、興奮しすぎたりすると今でも夜中に泣いて起きてきます。先日は「オトモダチニト

ラレターー！」と号泣しながら３時に起きてきました。平日の夜中の３時です。きっと保育園でクラス

の子とおもちゃの取り合いになったのでしょう。泣く娘をなだめながら、私は彼女の言葉のチョイスに

笑ってしまいました。 

幼く、脳がまだまだ未発達の彼女にとって、自分の使っていたおもちゃを取られるのは相当ショック

な出来事だったと思います。娘にはまだ、譲り合うという気持ちが芽生えていないから尚更です。そん

な彼女はおもちゃを取った相手のことを「オトモダチ」と呼んだのです。なんて可愛い！ 

２歳児の人間関係は私たちのように複雑ではありません。自分のしたいことを最優先に行い、思うよ

うにいかない時は泣き、周りの様子を見て学んでいく中で徐々に社会性や人間関係、そして本来の意味

の友達関係を築いていくのだと保育園の先生は話してくれました。だから、彼女にとっての「オトモダ

チ」という言葉は本当の友達ではなく、保育園のクラスメイトみんなのことを指しています。 

私がもし、誰かから何か嫌なことをされたり、言われたりしたら……その相手のことを「オトモダチ」

と呼ぶことができるでしょうか。いや、できません。（心の中で「アイツ」呼ばわりするかもしれません。

場合によってはもっと醜いことを思うことだってあると思います。）でも、娘のようにその相手を「オト

モダチ」という風に呼んでみたらどうでしょうか。なんだか自分の中に沸く黒い感情がスーっと「可愛

い」に浄化されそうな気がしました。 

娘のこの可愛い言葉はきっと近いうちに消えてしまうでしょう。娘が大きくなって、大人と同じ言葉

で私に話しかけるようになったとしても、私はこの出来事とこの時感じた温かい気持ちを忘れることは

ないと思います。 

私はまだまだ未熟な人間です。怒りを感じることも感情的になってしまうこともたくさんあります。

自分が感情の波に足を取られそうになった時はこの「オトモダチ」作戦を実行してみようと思います。 

今のクラスを担任できるのも、もうあとわずかとなりました。家庭でも学校でも子どもたちからは学

ばせてもらうことばかりです。出会いに感謝し、この一年で自分が学んだことを大切に、私自身も子ど

もたちとともに成長していきたいと思います。 
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１ 日   １７ 火  

２ 月   １８ 水  

３ 火 
モップ交換日 
朝：小学校登校練習 

 
１９ 木 球技大会 

４ 水   ２０ 金 春分の日   

５ 木   ２１ 土  

６ 金 
２年 式場設営・ワックスがけ 
体育館使用禁止(～3/11) 

 
２２ 日  

７ 土  
 

２３ 月 
愛校の日 
給食終了 

８ 日   ２４ 火 終業式・修了式・離任式 

９ 月   ２５ 水 学年末休業（～4/5） 

１０ 火 
朝：選挙運動 
卒業式練習 授賞集会 部送別会 

 
２６ 木  

１１ 水 
卒業式予行   同窓会入会式 
同窓会講演会  謝恩式 

 
２７ 金  

１２ 木 第 79 回卒業証書授与式  ２８ 土  

１３ 金 
朝：選挙運動  
生徒会長選挙リハーサル 

 
２９ 日  

１４ 土   ３０ 月  

１５ 日   ３１ 火  

 １６ 月 生徒会長選挙 

 

 

 

 

私もお祭りやテーマパークに行くと普段は高価だと感じるものでも買ってしまうので、将来売る立場になっ
たときに需要や有用性、希少性など考えようと思いました。 
私にも短所があると思っていましたが、最後の話を聞いて自分の短所にも自信がもてるようになりました。

中学校で同じ人と関わり続けていると、その人の苦手なところも見えてきてしまいます。それをその人の個性
として受け入れることで自分もよい気持ちで人間関係を築けるのではないかと思いました。 

銀行の仕組みやお金についてもっと知りたいと思いました。物の値段が高くなっていく理由を今回の授業で
知ることができました。100 円の水を、商品自体を変えずに高く売るにはどうしたらよいか、ということをみん
なで考え、それぞれの意見を交換し合ったことが、とても楽しかったです。 

 価値を上げるためには有用性と希少性が大切だということが印象に残りました。特に希少性という言葉が自
分の中で興味深かったです。どんなに良いものを作っても、これまでと同じようなものばかりでは売れないと
思いました。それは人にも言えることで、人との違いを長所として考えることは私にとってもよい考えになり
ました。私はいつも、自分の諦めの早いところが短所だと思っていたけれど、それを長所として考えることで
自分への見方が変わることが分かり、とても嬉しかったです。 

 今までお金で何か買うとなったとき、価格を見ていることが多くありました。今日の授業で「価値」という
言葉を聞いたことで、物を買うときの視点が変わりそうだなと思いました。 
 ただ値段を高くして売るのではなく、需要拡大と供給不足に目をつけ、考えて売ることで「価値」や「利
益」を生んでいるのだと学ぶことができました。 
 
 
 

銀行の方の話を聞いて、その商品自体に何かするのではなく、商品そのものの売り方を工夫して売ることで
価値が変わっていくのだと知りました。「優れるな異なれ」という言葉を聞いて、希少性を生み出すことで価値
が生まれると同様に、自分も人と違う部分を長所として生かしていきたいと思いました。 

3 月 2 日（月）に「修学旅行参加承諾書」「修学旅行事前健康調査」を配布し

ます。提出期限は 3月 9日（月）までです。よろしくお願いします。 


